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＊ハイイロゴケグモ対策についても，本セアカゴケグモ対策に準じて実施する

セアカゴケグモ対策行動計画

福岡市ゴケグモ類対策推進会議は，福岡市セアカゴケグモ対策基本方針に基づき，全局・区室が連携して下記の施策を実施するものとする。

Ⅲ

情報共有Ⅳ

啓発・広報の推進

生息抑制・生息域の拡大防止

発見時の迅速対応

Ⅰ

Ⅱ

◎注意喚起のための最新情報提供 
 ① 咬傷事故が発生した場合の公表 
 ② 新たに発見場所が広がった時の公表 
 ③ モニタリングポイントでの生息（駆除）状況の公表 

◎少なくともこれだけは知っていて欲しい標準情報のＰＲ 
 ① セアカゴケグモについて，日頃から市民に知っていて欲しいこと 
 ② 咬まれた時に備えて，市民に知っていて欲しいこと 

公表 

◎自助・共助の方策 
 ①自己防衛 
 ②地域での取組みへの支援 

公表 


